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子会社への出資（特定子会社化）とカルチャー支援事業開始のお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会においてカルチャー支援事業を開始するため、同事業を行なう GMO カルチャーイン

キュベーション株式会社（以下、GMO カルチャーインキュベーション）への出資を決議いたしました。これにより、GMO

カルチャーインキュベーションが当社の特定子会社に該当することとなりましたので、下記のとおりお知らせいたしま

す。 

 

記 

1．増資の目的 

消費スタイルが「モノ」より「コト」にシフトするなか、音楽に対するユーザーの楽しみ方も、「聴くもの」から「楽しむもの」

へのシフトがおこっています。具体的には、CD・ダウンロード販売・サブスクリプション型（定額制）ストリーミングといった

コンテンツとしての音楽から、フェス・クラブといったイベント参加型の音楽へのシフトです。 

このようなシフトのなか、欧米を中心にブームとなっているのがEDM（Electronic Dance Music）です。EDMのフェスで

は、DJ というパーソナルな存在が、数万人規模のオーディエンスを相手に孤軍奮闘し、EDM は単に音楽のいちジャン

ルというよりはむしろ社会現象といえるまでになってきています。 

コンテンツとしての音楽市場が前年比 3.9%減の約 1 兆 5,600 億円(*1)と停滞する一方、フェス・クラブの市場は 4,000

億円超(*2)と拡大しています。同市場の拡大に伴い、スターDJ が台頭し、その存在感が増しています。 

こうした背景から当社は、カルチャーやアートの分野に着目し、日本発の文化を世界に送り出すため、カルチャー支

援事業を行うことを決定し、GMO カルチャーインキュベーションの準備会社を平成 26 年 11 月 11 日に設立し、この度、

事業を本格化させるため増資を決議いたしました。これにより同社の資本金の額が当社の資本金の額の 100 分の 10

以上に相当する額となり、同社は当社の特定子会社に該当することになります。 

GMO カルチャーインキュベーションは、日本から世界へと、ナンバーワンを目指すアーティストを支援する活動を行

うことで、より多くの人の「笑顔」「感動」を創造するべく設立された会社です。第 1 弾は、昨今大きな流行の兆しを見せ

ている EDM など、ダンス・ミュージックの分野で活躍する DJ カルチャーの分野において、日本から世界へ活躍するア

ーティストの活動を支援する取り組みを行います。 

住 所 東京都渋谷区桜丘町 26 番 1 号 

会 社 名 GMO インターネット株式会社 

代 表 者
代表取締役会長兼社長 

グ ル ー プ 代 表 
熊谷 正寿 

 （コード番号 9449 東証第一部） 
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安田 昌史 
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*1：IFPI（国際レコード産業連盟）調べ 

*2：「IMS Business Report 2014」調べ 

 

2．特定子会社の概要 

平成 26 年 12 月 15 日現在 

（1） 名 称 GMO カルチャーインキュベーション株式会社 

（2） 所 在 地 東京都渋谷区桜丘町 26 番 1 号セルリアンタワー 

（3） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 吉山 勇樹 

（4） 事 業 内 容 カルチャー支援事業 

（5） 資 本 金 100 百万円（増資前 1 百万円） 

（6） 決 算 期 12 月 31 日 

(7) 設 立 年 月 日 平成 26 年 11 月 11 日 

(8) 大株主及び持ち株比率

GMO インターネット株式会社 

吉山 勇樹 

ほか個人株主 2 名 

85.0％（増資前 100.0％） 

5.0％（増資前 0.0％） 

10.0％（増資前 0.0％） 

(9) 上 場 会 社 と の 関 係 等 資 本 関 係 (8)大株主および持株比率の記載のとおりです。 

人 的 関 係 役員（取締役 1 名、監査役 1 名）の派遣を行いま

す。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

 

3．異動年月日 

平成 26 年 12 月 15 日 

 

4．今後の見通し 

本件による当期の連結業績に与える影響は軽微であります。 

以   上 

 

（参考）当期連結業績予想（平成 26 年 2 月 6 日公表分）及び前期連結実績 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益 

当期連結業績予想 

（平成 26 年 12 月期） 
105,000 百万円 12,500 百万円 12,500 百万円 5,500 百万円

前期連結実績 

（平成 25 年 12 月期） 
93,704 百万円 11,000 百万円 10,941 百万円 5,244 百万円

 


